クリスマスのおくりもの 2007 骨組み

2007年9月29日

プロキオンが望遠鏡でサンタさんを探している。

プ「あれ？あの赤いのはなんだろう？サンタさんの星？サンタさんあの星にいるのか　

  　ぁ？・・・んっ？！何か近づいてくる？！」

　「あれ？・・・・あれ？」

　ドン！！！

そり型ＵＦＯが近づいてきて、プロキオンとぶつかる。

プロキオンがかぶっていたぼうしが火星人に被さる。

プ「あれ？君はもしかしてサンタさん？」

火「違うよ。僕は火星人だよ！ここが地球かぁ。わぁ〜」

　　火星人あたりを見回している。

プ「火星人・・・？」

火「そう、僕はあの赤い星から来たんだよ」

プ「な〜んだ。あの星、サンタさんの星じゃなかったのかぁ。
ところで君、あんなところからいったい何しにきたのさぁ」

火「僕、クリスマスツリーを探してるんだ。」

プ「クリスマスツリー？」

火「そう、おじいちゃんがよく言ってたんだぁ。地球にはクリスマスの日にいろんな

　　飾りつけをするクリスマスツリーってのがあるんだぞって。とってもきれいなん

　　でしょ？」

プ「まぁ、きれいだけど、火星にはクリスマスツリーはないの？」

火「うん、火星じゃ木は育たないんだ。だから、クリスマスツリーを地球から

　　持って帰りたいんだよ。」

プ「育たないんじゃ地球のツリーを持って帰ってもすぐに枯れちゃうよ」

火「おじいちゃんが言ってた。とある街には火星でも育つ特別なツリーがあるって。

　　なんかね、金色の星型の種なんだってさ。」

プ「星型の種なんて聞いたことないなぁ。その街ってどこにあるか分かるの？」

火「バッチリだよ！」

火星人、古びた地図を取り出す

火「おじいちゃんがくれたんだ！このとおりにいけばきっと大丈夫だよ」

プロキオン、地図を眺めながら

プ「僕がこの街まで連れってってあげるよ！背中にのって！」

火星人がプロキオンの背中にのってツリーを探しに出かける。

プ「あれ？この辺のはずなんだけどなぁ」

プロキオンは下を見下ろすが街はなく砂漠が広がっている。

火「あっあの大きな○。ここだよ！」

プ「でも、街なんかどこにも・・・・」

見知らぬおじいさん（実はサンタさん）が砂漠の上をしょぼしょぼ歩いている

プ「あのおじいさんに街のことを聞いてみよう」

おじいさんに向かって

プ「すみません、ここら辺に街があるはずなんですけど・・・」

見「砂漠に埋もれた街のことかのぉ。ここらあたりには栄えた街があったんじゃ。
だがのぉ、今じゃこのとおりじゃ。何もかもみ〜んな砂の中にうもれてしもうた。」

火「えっ？！じゃあ、ツリーの種も砂の中なの？」

見「ツリーの種？おぅおぅあの星型をした金色の種のことか。
そうじゃ、あの種も今じゃ砂の中じゃよ」

火「えぇ〜どうしよう。。。」

プ「僕にまかせて！僕は鼻が利くんだ。その種ってどんなにおいがするの？」

火「え〜っと、金平糖みたいなにおいがするっておじいちゃんが言ってた」

プ「よし、わかった！ちょっと待ってて！」

プロキオン、砂をかき分けながら砂の中に潜っていく

プ「あったぁ〜」

プロキオン、星型の種をもって砂から出てくる

プ「はい、君が探してた種だよ！」

火「これが特別なツリーの種かぁ。ホントに星型だぁ！ありがとう。
火星に持って帰って育てるよ」

見知らぬおじいさんがどこからか再び現れる

見「おぃおぃ、そのままじゃ火星では育たんよ。火星でその種が育つためには、

　　伝説の泉の水と皆の元気で芽を出させなければならんのじゃよ。」

プ「伝説の泉？」

見「そうじゃ。（伝説の泉の説明）

プロキオン、火星人に向かって言う

プ「じゃあ、その泉を探さなくっちゃ。乗って！」

プロキオン、火星人、泉を探しに行く。

・泉の説明にそって探し回るが木が切られている現場などを目撃

・地球が大好きな火星人は火星から見た地球や火星には昔、水があった話などをする

火「このままじゃ、地球だって火星と同じようになっちゃうよ。火星にもずっと

昔は水があったんだ。でも今は・・・まだ、地球は間に合うよ！」

伝説の泉を見つける

↓

砂漠に持って帰って種に水をかけるが芽が出ない。

皆の元気が必要！「頑張れ〜」

↓

芽が出る。火星人は芽を持って帰って帰る。

「ありがと〜（地球を大事にしてね〜的なことを言う）」

サンタさんがそりに乗ってとおりすぎる

「ほっほっほっやっぱり地球はきれいじゃないとなぁ」

ウインクして微笑みながらさって行く。

☆エンディング後

「１０火星年後」の文字が現れる

プロキオンが望遠鏡を覗いている。

プ「あっあの赤い星は火星？」

プロキオン、木を見つける。

プ「あっあの木は・・・・大きくなってる〜！！！」

木には「地球の友達からのプレゼント」というプレートがかかっている。
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